
（ 1 ）	 √¯	  5 −2
3 ＝ 3√¯	  5 ＋ 6 となり，6 ＜ 3√¯	  5  ＜ 7 であるので，12 ＜ 3√¯	  5 ＋ 6 ＜ 13 である。

	 よって a ＝ 12，b ＝−6 ＋ 3√¯	  5  となる。したがって，求める値は

	 （ 4
a）

4

− b2 ＝（（ 4
a）

2

＋ b）（（ 4
a）

2

− b）＝ 36√¯	  5

	 である。

（２）	 A ∩ B
—

は 56 の正の約数のうちで偶数であるものなので
	 A ∩ B

—
＝｛ 2，4，8，14，28，56 ｝

	 となる。

（３）	 求める等比数列の一般項を an＝a・rn−1 とおくと，a2＝6，a5＝162 より，

	 ｛ a・r ＝ 6
a・r 4＝162

	 を得る。これを解くと r3＝27 となり r＝3，a＝2 となる。
	 したがって，求める等比数列は
	 an＝2・3 n−1

	 である。

x2 − 4 x ＋ 5＝0 の解α，βとすると，解と係数の関係より
	 α＋β＝4，αβ＝ 5
である。

（１）	 sin（α+β）π＋ cos αβπ＝sin 4π＋ cos 5π＝−1

（２）	 α3 ＋β3 ＝（α＋β）3 −3αβ（α＋β）＝ 4 なので logα+β（α3 ＋β3 ）＝ log4 4 ＝ 1

（３）	 α2 ＋β2 ＝（α＋β）2 − 2αβ＝ 6 なので
	 x2 −（α2 ＋β2 ）x ＋αβ＝ x2 − 6 x ＋ 5 ＝（ x − 1 ）（ x − 5 ）
	 となる。二次関数 y ＝（ x − 1 ）（ x − 5 ）は x ≤ 1 のとき y ≥ 0 であり 1 ≤ x ≤ 5 のとき y ≤ 0
	 であるので求める積分の値は

	 ∫0
5
|x2 −（α2 ＋β2 ）x ＋αβ|dx ＝∫0

5
|x2 − 6 x ＋ 5 |dx

	 	 =∫0
1
（ x2 − 6 x ＋ 5 ）dx ＋∫1

5
−（ x2 − 6 x ＋ 5 ）dx

	 	 =13
	 である。



（１）	 ∫（ 12 x3＋30 x2＋40 x＋11 ）＝ 3 x4＋10 x3＋20 x2＋11 x＋C1（ C1：積分定数）

（２）	 g'（ x ）＝ 2 x ＋ 3 より

	 g（ x ）＝∫（ 2 x＋3 ）dx＝x2＋3 x＋C2 （ C2：積分定数）

	 となり条件 g（ 0 ）＝ 5 より C2＝5 となるので，求める g（ x ）は g（ x ）＝ x2＋3 x＋5 となる。

（３）	 dx
d｛ g（ x ）h（ x ）｝＝ f （ x ）と（１）より

	 g（ x ）h（ x ）＝ 3 x4＋10 x3＋20 x2＋11 x＋C1

	 となる。また条件 g（ 0 ）＝ 5，h（ 0 ）＝ 2 より C1 ＝ 10 となり（２）と合わせて

	 h（ x ）＝ 3 x2 ＋ x ＋ 2

	 となる。



（１）	 √¯	  5 −2
3 ＝ 3√¯	  5 ＋ 6 となり，6 ＜ 3√¯	  5  ＜ 7 であるので，12 ＜ 3√¯	  5 ＋ 6 ＜ 13 である。

	 よって a ＝ 12，b ＝−6 ＋ 3√¯	  5  となる。したがって，求める値は

	 （ 4
a）

4

− b2＝（（ 4
a）

2

＋ b）（（ 4
a）

2

− b）＝ 36√¯	  5

	 である。

（２）	 A ∩ B
—

は 56 の正の約数のうちで偶数であるものなので

	 A ∩ B
—

＝｛ 2，4，8，14，28，56 ｝

	 となる。

（３）	 命題は「偽」である。反例としては a ＝ 0 のとき与えられた方程式の解は 0 と √¯	  2  となるが

	 0 は有理数なので命題は「偽」となる。

（４）	 sin 10°
cos 100° ＝ sin 10°

cos（90° + 10°）＝− sin 10°
sin 10° ＝−1

（５）	 まず∠ABC＝60° より∠CDA＝120° であるから

	 ∠DAC ＜ 60°， ∠CAB ＜ 120°

	 に注意する。

	 正弦定理より

	 sin 120°
√¯	  3 ＝ sin∠DAC

√¯	  2  ，sin 60°
√¯	  3 ＝ sin∠CAB

1

	 なので

	 sin∠DAC ＝ 2
√¯	  2  ，sin∠CAB ＝ 2

1 

	 したがって，上の注意より

	 ∠DAC ＝ 45°，∠CAB ＝ 30°

	 となる。したがって，求める角度∠DAB は

	 ∠DAB ＝ ∠DAC ＋∠CAB ＝ 75°

	 である。



（１）	 2 回とも 3 の倍数以外の目が出る確率なので

	 6
4 × 6

4 ＝ 9
4

	 となる。

（２）	 1 回は 3 の倍数の目かつ 2 回は 3 の倍数以外の目がでる確率なので

	 3 ×（6
2 × 6

4 × 6
4）＝ 9

4

	 となる。

（３）	 「 5 回とも 3 の倍数以外の目」または，「 4 回とも 3 の倍数以外の目かつ 1 回は 3 の倍数の目」

	 である確率なので

	 （6
4）

5

＋ 5 ×（6
2  ×（6

4）
2）＝ 243

112

	 となる。



 石包丁（石庖丁） 磨製 高床倉庫（高床式倉庫）
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 東海 宿場（宿駅） 本陣

 菱垣 樽 河村瑞賢

 九谷 萩 野田

 越前



 朝貢 世界（文化）遺産 中継

 鹿児島県 尚泰 台湾出兵（征台の役）

 日清戦争 学徒隊 南西諸島

 反共 祖国復帰運動 佐藤栄作
核抜きとは，沖縄のすべての米軍基地から核兵器を完全撤去することであり，本土
並みとは，本土と同じように日本の法律や制度，そして，日米安全保障条約が適用
されることを意味する。

核兵器について「持たず，作らず，持ち込ませず」を堅持する方針



 低 低 高 低

 高 高

 生産年齢 賦課 地方交付税交付

過 疎 化 が 進 ん だ 地 域 を 対 象 と し ， 中 心 部 の イ
ン フ ラ を 整 え て 住 民 の 集 住 を 促 す 政 策 案 が あ
る 。 こ れ は 効 率 を 重 視 す る こ と で 財 政 問 題 を
解 決 す る が ， 住 民 の 元 々 の 居 住 の 権 利 を 奪 う
こ と に も な り ， 平 等 に 反 す る 恐 れ が あ る 。

垂 直 的 公 平 と は ， 租 税 負 担 能 力 に 応 じ て 租 税
を 負 担 し て 実 質 的 平 等 を 図 る 考 え 方 を い う 。
一 方 で ， 水 平 的 公 平 と は ， 租 税 負 担 能 力 に か
か わ ら ず 全 員 が 同 じ 負 担 を し て ， 形 式 的 平 等
を 図 る 考 え 方 を い う 。
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 累進課税 社会保障 

 所得税 相続税 



ウ

イ

弁証法

 ベーコン デカルト 演繹法 

 × × × ○

偏 狭 な ナ シ ョ ナ リ ズ ム に と ら わ れ ず ， 基 本 的
人 権 の 保 障 を 基 本 と し つ つ ， そ れ ぞ れ の 民 族
に は 固 有 の 文 化 や 宗 教 ， 生 活 様 式 が あ る こ と
を 認 め ， お 互 い に そ れ ら を 尊 重 す る 。


